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　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお喜び
申しあげます。
　当社第75期（平成20年4月1日から平成21年3月
31日まで）の営業の状況と決算につきましてご報
告申しあげます。
　利益配当金につきましては、株主の皆様にご迷惑
をお掛けし、大変申し訳ございませんが、業績の状
況を勘案し、１株当たり２円減配の２円といたしま
したので、既にお支払しております中間配当金４円
を含めまして、当期の年間配当金は、６円となりま
す。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご
支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成21年6月
代表取締役社長　荒井　進

株主の皆様へ

セメダインは、
“人を大切にし、より良い製品を
より多くの人々に提供することにより

社会に貢献する”
1923年の創業以来変わることのない

この企業理念に基づき
活動を続けております。
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売 上 高（百万円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

21,722 21,040 21,824 21,751 20,133

売 　 上 　 高

20,133百万円

　引き続き提案型営業に努め、環境対策品、高
機能品等の新製品開発、ナショナルブランドの
強化策などを進めましたが、期後半の国内外市
場の急激な冷え込みの影響により、売上高は前
期比7.4％の減少となりました。

経 常 損 失

152百万円

　期前半の原油・素材価格の高騰の影響が、材
料費全体を押し上げた結果、経常損失は152
百万円となりました。

当 期 純 損 失

315百万円

　当期純損失は315百万円となりました。
主な原因は、退職金制度の変更による特別損失
を計上したことによるものです。

総 資 産（百万円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

19,396 18,663 19,718 19,248 17,137

経常利益（百万円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

666

319

667
476

△152

純 資 産（百万円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

8,400 8,697 9,043 8,906 8,079

当期純利益（百万円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

394

132

458
288

△315

一株当たり純資産（円）
一株当たり当期純利益（円）

第71期
平成17年3月

第72期
平成18年3月

第73期
平成19年3月

第74期
平成20年3月

第75期
平成21年3月

553.98 573.57 586.60 590.82 539.16

25.92
8.60

30.24
19.16 △21.22
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当期の
ポイント
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　建築土木関連市場におきましては、耐候性の高いシーリング材におけるシェアアッ
プなどがありましたものの、公共工事や設備投資の減少、住宅投資意欲の低下など、
市場の厳しさが続いており、売上高は９,９３５百万円（前期比１.７％減）となりました。

売上高

9,935百万円

耐候性の高いシーリング材
シェアアップあるも、市場の厳しさが続く

建築土木関連市場

　工業関連市場におきましては、昨年１１月以降、自動車、電機周辺をはじめとし
てほとんどの市場の需要が急速に減少し、その売上は前期を大幅に下回る厳しい
状況となっており、売上高は５,６３６百万円（前期比１７.９％減）となりました。

売上高

5,636百万円

自動車・電機をはじめ、
ほとんどの市場で需要急減速

工業関連市場

　一般消費者関連市場におきましては、ホビー関連市場向け製品を拡充するととも
に、ホームセンター向け各種企画実施など拡販に努めましたものの、前年下期より
不採算品の取り扱いを中止したことなどにより、売上高は４,５６２百万円（前期比４.
６％減）となりました。取り扱い中止品の影響を除きますと、前期比０.６％の減少と
なっております。

売上高

4,562百万円

消費減退の中、
ホビー関連市場製品拡充も微減

一般消費者関連市場

49.3% 売上高構成比

22.7% 売上高構成比

28.0% 売上高構成比

事業の概況
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● 事業の経過およびその成果
　当期におけるわが国経済は、前半は原油価格や商品市況の高騰から原材料価格が大幅に上昇し、後半は
米国金融機関の破綻を機に世界同時不況が急速に波及し企業業績および雇用環境が急激に悪化するなど、
深刻な景気後退局面となっております。
　当社グループ関連業界におきましては、原材料・副資材価格の高騰、建築関連業界の不振に続き、経済
危機を受けた自動車・電機等工業関連市場の急減速によって、きわめて厳しい状況となっております。
　このような環境のもと、当社グループにおきましては、引き続き提案型営業に努め、環境対策品、高機
能品等の新製品開発、ナショナルブランドの強化策などを進めるとともに、グループをあげての原価低減
に努めてまいりましたものの、期後半の国内外市場の急激な冷え込みの影響を免れず、当期の売上高は、
20,133百万円と前期に比べ7.4%の減少となりました。利益につきましては、販売価格の是正やコスト
ダウンに取り組みましたが、原材料費の高騰等により、営業損失は155百万円（前期　営業利益464百万
円）、経常損失は152百万円（前期　経常利益476百万円）となり、当期純損失は315百万円（前期　当
期純利益288百万円）となりました。

● 次期の見通し
　今後のわが国経済は、世界規模の経済危機により、更なる実体経済の縮小が予測され、国内外の景気低
迷は当面継続すると見込まれます。原材料価格については当面値下げ傾向が期待されますものの、国内外
製造業の生産調整が続き物量の減少と販売価格の低下が予測され、当社グループを取り巻く経営環境はか
つてない厳しい状況が続くものと考えられます。
　このような状況に対処するため、当社といたしましては、中期経営計画「Cemedine Action－平成22
年（H18年～H22年）（略称CA-22）」を継続し、人を大切にし、社会から信頼される企業として、収益
力を向上させ、厳しい外部環境に対応できる企業体質を構築することを目指してまいります。
　そのためには、脱トルエン、脱キシレン等の環境対策の推進、高機能製品の拡充により、他社との差別
化を進めセメダインブランドの強化を図るとともに、「ASIA CEMEDINE　CO.,LTD．」「シー・エヌ・シー
㈱」を含めた生産体制の見直し、受注・物流システムの効率化に取り組み、セメダイングループ全体での
企業基盤の強化に努めてまいる所存でございます。
　次期の業績につきましては、連結売上高18,500百万円（前期比8.1％減）、営業利益210百万円、経常
利益150百万円、当期純利益50百万円を予定しております。
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● 当期の市場別ポイント
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構造用接着   
エポキシ系接着剤
防水用途   
弾性シーリング材
溶接部のシール接着   
非弾性シーリング材

窓枠のシール   
ブチルテープ
電子部品の保護、
ポッティング用   
弾性ポッティング剤
内装、ドア内ばり   
ゴム系接着剤

● 自動車、二輪車

窓枠のシール
弾性シーリング材
造作物の接着
弾性接着剤

● 新幹線
構造パネルの接着
エポキシ系接着剤
断熱材の接着
ゴム系接着剤

● カード
シートの貼り合わせ、
部品の固定
エポキシ系接着剤

● 自動改札
基盤部品パック固定
エポキシ系接着剤、
弾性接着剤

● 携帯電話
基盤の保護コート、
ガタツキ防止
弾性接着剤、ゴム系接着剤

スピーカー組立て   
弾性接着剤
ブレーキ組立て、
クラッチフェイシング   
ブレーキ用接着剤
モーター組立て、
スピーカー組立て   
エポキシ系接着剤

床パネルの接着
エポキシ系接着剤
断熱材の接着
ゴム系接着剤

● 在来線
窓枠のシール
弾性シーリング材
内装パネルの接着
ポリウレタン系接着剤

● テレビ
スピーカー組立て、マグネット接着
弾性接着剤、ゴム系接着剤、アクリル系接着剤
基盤の保護コート、基盤の部品（ガタツキ防止、接
着）
弾性接着剤、エポキシ系接着剤

● 携帯ゲーム機
弾性接着剤、ゴム系接着剤

● いす
組立て用、集成材貼り合わせ
木工用接着剤、ゴム系接着剤

● パソコン
基盤の保護コート、基盤の部品
（ガタツキ防止、接着）
弾性接着剤、瞬間接着剤、
エポキシ系接着剤

● デジタルカメラ
レンズの固定、モーターの組立て
エポキシ系接着剤、弾性接着剤

工業関連市場における主な用途・事例
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連結財務諸表

■ 連結貸借対照表

科　目 当  期
（平成21年3月31日現在）

前  期
（平成20年3月31日現在）

資産の部
流　動　資　産 11,298 13,328
現 金 及 び 預 金 3,576 3,826
受取手形及び売掛金 5,482 6,344
た な 卸 資 産 ─ 2,098
商 品 及 び 製 品 1,308 ─
仕 掛 品 194 ─
原材料及び貯蔵品 392 ─
繰 延 税 金 資 産 122 153
そ の 他 236 923
貸 倒 引 当 金 △15 △18

固　定　資　産 5,828 5,908
　有形固定資産 3,860 4,106
建物及び構築物 2,206 2,078
機械装置及び運搬具 744 919
工具、器具及び備品 112 138
土 地 798 970

　無形固定資産 236 225
借 地 権 62 62
ソ フ ト ウ エ ア 142 138
電 話 加 入 権 12 12
ソフトウエア仮勘定 13 7
そ の 他 4 4

　投資その他の資産 1,731 1,575
投 資 有 価 証 券 839 1,001
繰 延 税 金 資 産 817 500
そ の 他 132 134
貸 倒 引 当 金 △58 △60

繰　延　資　産 9 11
創 立 費 1 1
開 業 費 8 10

資　産　合　計 17,137 19,248

科　目 当  期
（平成21年3月31日現在）

前  期
（平成20年3月31日現在）

負債の部
流　動　負　債 6,734 7,830

支払手形及び買掛金 4,975 6,276
短 期 借 入 金 600 600
1年内返済予定の長期借入金 48 ─
未 払 法 人 税 等 26 108
賞 与 引 当 金 193 252
そ の 他 890 592

固　定　負　債 2,323 2,511

長 期 借 入 金 432 480
繰 延 税 金 負 債 26 33
退職給付引当金 1,204 1,520
役員退職慰労引当金 ─ 149
そ の 他 661 327

負　債　合　計 9,057 10,341

純資産の部
株　主　資　本 8,188 8,740

資 本 金 3,050 3,050
資 本 剰 余 金 2,676 2,676
利 益 剰 余 金 2,569 3,115
自 己 株 式 △107 △102

評価・換算差額等 △190 37

その他有価証券評価差額金 △45 83
為替換算調整勘定 △145 △46

新 株 予 約 権 6 ─
少数株主持分 74 129

純 資 産 合 計 8,079 8,906
負債純資産合計 17,137 19,248

（単位：百万円）
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（単位：百万円）■ 連結損益計算書 （単位：百万円）■ 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）■ 連結株主資本等変動計算書

科　目
当  期

 平成20年4月 1 日から(平成21年3月31日から)
前  期

 平成19年4月 1 日から(平成20年3月31日から)
売 上 高 20,133 21,751
売 上 原 価 15,617 16,219
売 上 総 利 益 4,516 5,532
販売費及び一般管理費 4,671 5,067
営業利益又は営業損失（△） △155 464
営 業 外 収 益 137 93
営 業 外 費 用 135 81
経常利益又は経常損失（△） △152 476
特 別 利 益 13 126
特 別 損 失 324 113
税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△） △463 489

	 法人税、住民税及び事業税 33 191
	 法人税等調整額 △200 8
	 少 数 株 主 利 益 19 2
当期純利益又は当期純損失（△） △315 288

科　目
当  期

 平成20年4月 1 日から(平成21年3月31日から)
前  期

 平成19年4月 1 日から(平成20年3月31日から)
営業活動によるキャッシュ・フロー 42 404

投資活動によるキャッシュ・フロー △6 △842

財務活動によるキャッシュ・フロー △207 △23

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △177 △463

現金及び現金同等物の期首残高 3,629 4,093

現金及び現金同等物の期末残高 3,452 3,629

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 少数株主

持分 純資産合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券 
評価差額金

為替換算 
調整勘定

評価・換算 
差額等合計

平成20年3月31日残高 3,050 2,676 3,115 △102 8,740 83 △46 37 ─ 129 8,906
連結会計年度中の変動額
	 在外子会社の会計処理	
	   の変更に伴う増減 △52 △52 △52

	 剰余金の配当 △178 △178 △178
	 当 期 純損失 △315 △315 △315
	 自己株式の取得 △5 △5 △5
	 株主資本以外の項目の連結	
	   会計年度中の変動額（純額） △128 △98 △227 6 △54 △275

連結会計年度中の変動額合計 ─ ─ △546 △5 △551 △128 △98 △227 6 △54 △827
平成21年3月31日残高 3,050 2,676 2,569 △107 8,188 △45 △145 △190 6 74 8,079

当期（平成20年4月1日から平成21年3月31日まで）
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昨年度発売しました「POSシールマルチ」、「POSシールスピード」
をPRするため、昨年9月に東京ビッグサイトにて開催された住まい
のリフォーム博に出展しました。数多くのお客様に当社ブースにお
立寄りいただき、「POSシールマルチ」、「POSシールスピード」の
説明を熱心に聞いていただきました。

現在ブームとなっております携帯電話などをビーズやガラスストーン
で装飾するための接着剤「パーフェクトデコ」を発売し、好評を得てお
ります。
今では、携帯電話だけでなく、カメラ、ゲーム機およびパソコンなど

にも拡がり、また、粘土で作る可愛らしいお菓子（スイーツデコ）の作
成にも利用され、幅広い世代で愛用されております。
接着剤「パーフェクトデコ」は、それまでセメダインの接着剤をお使

いいただけなかった若い女性にも支持されており、新しいセメダインフ
ァンの開拓に貢献しております。

ホビー用接着剤「ホビーセレクション」をご紹介するため、昨年に続き５
月に日本ホビーショーに出展しました。当社ブースでは実演を交えた説明や
お子様にもご参加いただいた伝言用のコルクボード作り、即売会などで数多
くのホビー愛好者にお立寄りいただきました。
昨年発売された「ホビーセレクション」は手芸等のホビーブームの影響も

あり、今後に期待が持てる製品となっております。

住まいのリフォーム博出展

デコレーション専用接着剤パーフェクトデコ

日本ホビーショー出展

トピックス
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会社概要・株式の状況（平成21年6月26日現在）

金融機関 、証券会社 
8.9％

その他法人
59.6％

外国法人等
0.0％

個人・その他
31.5％

所有者別状況

　発行可能株式総数 40,000,000株
　発行済株式の総数 15,167,000株
　株主数 1,203名

　株  主  名 当社への出資状況
持株数（千株）   出資比率（％）

株式会社カネカ 4,445 29.96
セメダイン共栄会 1,393 9.39
三菱商事株式会社 1,008 6.79
東レ・ダウコーニング株式会社 563 3.79
株式会社三菱東京UFJ銀行 550 3.70
株式会社りそな銀行 400 2.69
信越化学工業株式会社 400 2.69
株式会社INAX 300 2.02
日本ウイリング株式会社 270 1.81
株式会社丸運 200 1.34
（注）	出資比率については、自己株式（331,605株）を控除して算出しております。

代表取締役会長 黒 川　 靖 生

代表取締役社長 荒 井　　  進

常 務 取 締 役 生 井　 照 雄 事業本部長・生産・物流統括部長兼茨城工場長

常 務 取 締 役 松 本　 有 祐 管理本部長・人事総務部長

取　　締　　役 成 塚　 隆 男 品質統括部長・購買部長

取　　締　　役 猪 瀬　 一 弘 管理部長・情報統括室長

取　　締　　役 杉 浦　 條 二 営業統括部長

監査役（常勤） 高 津　 正 治

監　　査　　役 児 島　 政 明

監　　査　　役 小 澤　 徹 夫

監　　査　　役 細 野　 幸 男

会社の概要 株式の状況

大株主（上位10名）

株式の分布状況

取締役および監査役

商 号 セメダイン株式会社（CEMEDINE CO.,LTD.）

本 社 〒141-8620　東京都品川区東五反田4-5-9

設 立 昭和23年4月22日（創業大正12年11月）

上場取引所 東京証券取引所（市場2部）

資 本 金 30億5,037万5千円

従 業 員 数 272名

主な事業内容 接着剤・シーリング材・粘着材・特殊塗料・
コーティング剤およびその加工品の製造販売
接着および防水等に関する施工および請負

主要取引銀行 三菱東京UFJ銀行
りそな銀行
常陽銀行
三菱UFJ信託銀行
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第75期事業報告書
平成20年4月 1日から平成21年3月31日まで

■ 株主優待制度の内容
（１）	対象株主
毎年3月31日の最終の株主名簿に記録された1単元
（1,000株）以上保有の株主様。
（2）	優待品
2,000円〜3,000円相当の当社商品を贈呈することを基
本といたします。

（3）	贈呈時期
毎年、定時株主総会後（6月下旬〜7月上旬）に送付する
予定であります。

（ご注意)
1.	株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつき	
	 ましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る	
	 こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せくださ	
	 い。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご	
	 注意ください。
2.	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ	
	 信託銀行が口座管理機関となっておりますので、右記特別口座の口座管理機	
	 関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国	
	 各支店にてもお取次ぎいたします。
3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし	
	 ます。	

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主の皆様は受領方法として株	
	 式数比例分配方式はお選びいただけません。	

本社	〒141-8620 東京都品川区東五反田4-5-9
	 Tel:03-3442-1331

株 主 メ モ

ホームページ

お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

特別口座から一般
口座への振替請求

特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 
証券代行部
〒137－8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711
(通話料無料）

[手続書類のご請求方法]
音声自動応答電話によるご請求
0120-244-479（通話料無料）

インターネットによるダウンロード
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

単元未満株式の	
買取請求
住所・氏名等のご変更
特別口座の残高照会
配当金の受領方法の
指定（※）
郵便物の発送と	
返戻に関するご照会

株主名簿管理人支払期間経過後の	
配当金に関するご照会
株式事務に関する
一般的なお問合せ

■ 株式に関するお手続きについて
●特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

郵便物の発送と
返戻に関するご照会

株主名簿管理人

三菱UFJ信託銀行株式会社 
証券代行部
〒137－8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711
(通話料無料）

支払期間経過後の
配当金に関するご照会
株式事務に関する
一般的なお問合せ
上記以外のお手続き、
ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問合せください。

● 証券会社等の口座に記録された株式

事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日

利 益 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

定時株主総会 毎年6月

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場2部）

公 告 の 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL  （http://www.cemedine.co.jp）
（ただし、事故その他やむを得ない事由
によって電子公告による公告をすること
ができない場合は、日本経済新聞に公告
いたします。）
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